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ＪＡグリーン長野営農販売部・経済部 

◆当面の重点作業について 

１．晩腐病・べと病・さび病・黒とう病の発生がこのところの降雨により拡大している。発生が見られる園

では、被害枝、二番果、取り残した病果、巻きヅルの除去を行う。また、収穫後防除の実施や落葉の処理

を必ず行い、園内の菌密度を下げる。 

２．防鳥網(防雀網)をかけている園では必ず積雪前までに取りはずす。 

３．棚が傾いている、ゆるんでいる園では補強・補修を行う。 

４．種あり巨峰の元肥を施用し、土壌の深耕(タコツボ条溝法)や有機質の施用を徹底する。 

５．密植・強剪定・徒長・品質不良園の間伐を秋季(収穫直後)に実施する。 

 

◆べと病・さび病・黒とう病対策特別薬剤散布について 

１．散布時期：収穫後   実際散布月日  月  日 

２．使用薬剤（混用順記載）※調合量１００ℓ当り・１０ａ当り散布量：３５０ℓ以上 

農薬名 使用倍率 調合量 収穫前 病害虫 

ＩＣボルドー６６ Ｄ ５０倍 ２㎏ － べと病・さび病・黒とう病 

固着性展着剤Ｋ．Ｋステッカー ３,０００倍 ３３mℓ － － 

３．散布上の留意事項 

１）ＩＣボルドー６６Ｄに代えて４－４式ボルドー液（生石灰400ｇ、㊞硫酸銅 400ｇ）又は、ムッシュボ    

ルドーＤＦ500倍（水100ℓ当り200ｇ）を使用しても良い。 

２）固着性展着剤Ｋ.Ｋステッカーに代えて、固着性展着剤アビオンＥ1,500倍（水100 ℓ当り 66mℓ）を

使用してもよい。ただし、最初に加用する。散布間隔を空けずに、定期的に棚上まで十分散布する。 

 


